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②学校と地域
の課題

03 学校支援
ボランティア
の確保・育成

CSの導入に伴い、これまで講
演会や研修会を実施してきた
が、未だ学校運営協議会や地
域学校協働活動について地域
住民へ浸透していない。
R5に実施したアンケートでは保
護者以外のCSの認知度は約4
割となっている。
人口減少や少子高齢化により
学校支援人材の確保が難しく
なっている。

・学校を通じて活動の機
関誌の発行
・講演会を開催

・地域を対象としたCS研修会等の実施
・学校等を通じて、学校の抱える問題や
課題を機関紙等の発行により情報共有
を行う

学校の課題や問題を地域と共
有し、CSへの理解が深まること
で地域による学校支援活動が
増える

研修会後のアンケー
ト調査で「CSについ
て理解した」と回答し
た出席者の割合

45 % 70 80

03　本年
度の目標
値を達成
し、課題
の改善が
見られた

・CSについては理解が進んできており、研修を通して学校、
地域の課題を共有することができた。しかし、参加者が少数
であったこと、当事者意識が高い方の参加であったため、継
続してCSの周知を行っていく必要がある。
・CSでの熟議の実施を更に推進していく。

https://www.town.shinonsen.hyogo
.jp/p/list/C0718/

事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定
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